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本日の資料内容

➢会社概要

➢オープンイノベーションの取組み

➢技術ニーズ説明
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会社概要

体系図
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会社概要
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会社概要
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オープンイノベーションの取組み
自社共創スペース

マッチングイベント

社内ビジコン

専任部隊が全カテゴリを先導
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東洋モートン㈱概要とニーズ背景

品種概要

主要製品

主要用途・市場

■各種接着剤の製造・販売 （主にポリウレタン接着剤）

■ドライラミネート用接着剤

■無溶剤ラミネート用接着剤

→ 1975年に米Morton社（現Dow）と合弁で

事業をスタートし、日本シェアNo.1

■ディスペンサー供給型接着剤

■食品パッケージ（菓子、レトルト食品）

■サニタリー（医療パッケージ、詰替包材）

■エネルギー（LiB電池、太陽電池）

■モビリティ（自動車関連部品）

⚫ ディスペンサー供給型接着剤： 粘度が高く、フィラーとの混練りが必要

⚫ ラミネート用接着剤： 粘度が低く、フィラーとの混練りは不要

現状当社製造設備はラミネート用接着剤に特化しており、高粘度でフィラー混練り可能な設備が無い

既存事業

新規事業

会社概要 ■代表者：小林雄一 ■社員数： 107名（2023年12月末） ■売上高（2023年度）： 149億円 ※グループ連結195億円
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技術ニーズ概要

無機系フィラーと有機樹脂との混練り加工の生産委託先募集

具体的には 2液ウレタン系接着剤の製造

接着剤種 2液ウレタン系無溶剤型接着剤

主剤：ポリオール系

硬化剤：イソシアネート系

接着剤性状 粘度 数100Pa・s 想定

フィラー径 0.2～100µm 想定

充填形態 ペール缶(20㎏)、ドラム(200㎏) 想定

予定生産数量 50～160,000L / 年想定 （複数案件あり）

予定生産開始時期 早ければ2026年3月ごろ

対象のウレタン系接着剤 概要
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想定される生産工程

工程 内容 要求品質

①
フィラー
表面処理

②の混練り工程でのフィラー分散をし易くする
ためにフィラー表面を処理

処理後、フィラー表面は十分に乾燥された状態
であること

フィラー表面へ均一処理出来ていること

②
混練り

（ペースト化）
①の処理済フィラーと樹脂とを均一分散させ、
接着剤として仕上げる

仕上げ段階で空気が十分に抜けていること（気
泡、水分の除去）

③ 充填
②の接着剤を空気等の巻き込みなく充填させ
る

空気（湿気）の巻き込みなしでの充填出来ること

✓ 理想は①～③の一貫生産が可能であることですが、①のみ、または②＋③のみのご提案でも可能です

✓ 上述の他に考えられる生産工程の案などございましたら、ご提案頂きたく存じます
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